
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○各学年において、「国語、算数の学習内容を
理解することができる」児童８５％以上を目指す。
○「学級（クラス）の友達との間で話し合う活動を
通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができていると思う」と回答した児童９０％以上
を目指す。

・ドリルタイムなどを利用して基礎・基本の学習内
容の定着をはかったり、児童の習熟度をこまめ
に確認したりするなどして、児童のつまずきに早
めに気付き、授業に生かす。
・学校独自の話し合い活動である「つなぐタイム」
を全教科の授業で設定する。

A

・アンケートによると、国語の内容を理解している児童は90％、算数
は８８％。児童の習熟度を確認し、授業に生かしている教師は９
２％。 引き続きドリルタイム等を利用し、習熟を図る。
・話し合い活動の大切さを実感している児童は93％、自分の考えを
相手に伝えたり、もっと詳しく考えたりできている児童は８３％であっ
た。今年度から取り組んでいる思考ツールの活用を進め、児童が
自分の考えを広げ、深めることができるよう、話し合い活動の充実
を図る。

A

・授業の内容を理解している児童について国語は８９％、算数は８７％で
あった。また、児童の習熟度を確認し、授業に生かしている教師は９６％
であった。 ドリルタイム等での取り組みが一定程度効果があったのでは
ないかと考える。
・話し合い活動の大切さを実感している児童は9０％、自分の考えを相手
に伝えたり、もっと詳しく考えたりできている児童は８６％であった。今年
度から取り組んでいる思考ツールが児童の思考を可視化し、考えを広げ
たり深めたりする手立てとなっているようだ。次年度も思考ツールを効果
的に活用し、話し合い活動の一層の充実を図っていく。

A

・思考ツールは、社会に出てからも役に立つ
ものである。小学校で取り組まれていること
は、大いに評価できる。
・学習内容を理解していない児童や学習意欲
が低い児童への手立てが大切である。今後も
丁寧な指導を継続してほしい。

学びづくり部担当

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳を通し、優しさに関するアンケートを
実施し、「相手を思いやり、優しく接するよう
心掛けることができた」児童を８０％以上を
目指す。

・保護者に道徳科の授業を学年部で公開する。
（ふれあい道徳）
・とすっ子掲示板に定期的に取り組み、児童の心
を豊かにしていく。 A

・２/３の学級がすでに授業参観の際、ふれあい道徳を実施してい
る。未実施学級は、今後の授業参観で実施予定である。
・９２％の児童が、道徳の授業で、友達や自分の周りの人に優しく
することについて考えることができた。
・毎月「とすっ子掲示板」を更新し、身のまわりの方への感謝につい
て考える時間を設定している。

A

・すべての学級が、授業参観で道徳の授業を公開することができ
た。
・「とすっ子掲示板」の取り組みは、計画通りに行うことができ、「家
族」「食にかかわる方」「地域の方」「6年生（下級生）」「友達」への
感謝の気持ちを表すことができた。

A

・学校全体で対応していただいてる。
・家族や地域への感謝の気持ちなどを、発信
してもらえるとなおよい。 仲間づくり部担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

◯いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等
のための取り組、事案対処等）についての組織
的対応ができていると回答する職員が９０％以
上を目指す。

・毎月のにこにこアンケートでいじめに繋がる事
案に対して、早期にていねいに対応することで、
児童が「学校が楽しい」と感じられるようにする。
・いじめ事案やいじめに繋がる事案は、学校全体
で情報を共有する A

・毎月、にこにこアンケートを行い、いじめにつながるような言動に
対して、すぐに、対応することができた。その結果、９２％の児童が
「学校が楽しい」と答えた。
・いじめ事案やいじめに繋がる事案については、学校全体での情
報共有に努めた。今後も、学校全体で共有し、組織的に対応してい
きたい。

A

・日頃から、早期にていねいな対応を行うことで９３％の児童が学
校が楽しいと答えた。
・生徒指導打合会では、いじめにつながる事案等を報告し合い、共
通理解を図ることができた。その結果、100%の職員が組織的対応
ができていると答えた。 A

・問題等が起きたときに、担任が一人で抱え込ま
ず、チームで対応し解決を図っていることが伝わ
る。児童は、SNSトラブル等目に見えない状況で
困っている場合があるため、難しいことであろう
が、困っていることを言いやすい雰囲気を作って
いただけるとよい。

生活つくり部担当

●児童生徒が夢や目標をもち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
５％以上
●「将来の夢や目標をもっている」につ
いて肯定的な回答をした児童８０％以上

・教室掲示や朝の会・帰りの会などを使って、
個々の児童のよさを積極的に紹介する。
・学期ごとに目標やふりかえりを行う。その際に、
児童のがんばりを評価し声掛けを行うことで、夢
や目標の実現に対する意欲付けを行う。 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれる」と答えた児童が、８
８％だった。学級や学年に応じて、個々の児童のよさを認める取組
ができていると考える。
・「将来の夢や目標をもっている」と答えた児童は、８２％だった。児
童の目標やがんばりを、積極的に評価することができたと考える。 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれる」と答えた児童が、８６％だっ
た。
・「将来の夢や目標をもっている」と答えた児童は、全体では８１％だった。
しかし、上学年は７５％と目標としていた８０％を下回った。今年度、６年
生を対象に、高橋義希さんによる講話を行い、夢について考える機会を
設けた。来年度も引き続き、児童に夢や目標について考える機会を設け
たい。

A

・「夢」をテーマにした講話が実施されたことが
よかった。

生活つくり部担当

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童７０％
以上
●「健康に良い食事をしている」児童８
５％以上

・年間２回全学年でクラスマッチを開催し、練習を
呼びかけて運動することを促す。また、晴れてい
る昼休みは、運動場で体を動かすことを推奨す
る。
・家庭科をはじめとした教科等の学習や給食時
間の指導を通し、「正しい食の知識や望ましい食
習慣」を身に付けさせる。

A

・授業以外で運動やスポーツを行う時間の達成率は、下学年８１%、
上学年７２%であった。今後も運動の習慣化に向けての取組を続け
ていく。
・「健康に良い食事をしている」と考えている児童は、８８．８％だっ
た。食育の取組を積極的に行っていく。 A

・１日１時間以上運動している児童の割合は、下学年75.4％、上学年
75.2％だった。スポーツ委員会主催でクラスマッチを実施し、８の字跳びに
取り組むことで、児童の運動に対する意欲を高めることもできた。
・「健康に良い食事をしている」と考えている児童は、９５．７％だった。次
年度も引き続き、教科等の学習や給食時間の指導で食育の推進を図っ
ていく。

A

・小学生のうちから、運動の習慣が身に付い
ていることが重要である。
･１年生と２年生で外部講師を招聘し、食育に
関わる講話が実施されたことがよかった。

仲間づくり部担当
③仲間つくり部（藤谷・大
曲）

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・放課後等の会議設定を見直し、業務を効率的
に行うことで、昨年度より時間外在校時間を減ら
す。
・長期休業中の目標年休取得日数を具体的に示
し、長期休業中の行事や研修会の精選、集中的
に行う期間を設けることで年次休暇を取得しや
すくする。

B

・放課後等の会議設定を見直し、業務を効率的に行うことで、昨年
度より、教職員の平均時間外在校時間は減っている。４～９月の４
５時間上限を遵守できた教職員は８５%を超えている。
・長期休業中の行事や研修会の精選し集中的に行う期間を設ける
ことや会議時間の短縮等を図り、年次休暇を取得しやすい状況を
つくっている。

B

・時間効率を意識しながら、月の時間外勤務時間の上限を遵守し
ていると感じている職員は90％。多くの職員が、優先順位を考え計
画的に業務を進めることができた。
･令和7年1月から12月まで勤務した職員のうち、年次休暇の習得
日数が１４日以上だったのは、６２％であった。取得日数が少ない
職員には、長期休業中の積極的な年休取得を呼びかけたい。

A

・先生方の負担軽減のため、例えば花壇や畑
の世話など、積極的にボランティアを募ってい
くとよい。 校長・教頭

○衛生・安全管理の改善・充実 ○職場における事故０を目指す。 ・定期的に職員室等の整理整頓と環境美化の時
間を設定する。
・ラインケア、セルフケアの両面から教職員のメ
ンタルヘルス対策を行う。 B

・定期的に職員室等の整理整頓・環境美化に努めている教職員は
８６％。夏季休業期間に職員作業を行い、体育倉庫や特別教室等
の整理をするなどして、安全面での向上と仕事の効率化に繋げた。
・広報誌を活用し、教職員のメンタルヘルスについて情報提供をし
ている。また、日頃から相談できる体制を整えている。

A

・定期的に職員室等の整理整頓・環境美化に努めている教職員は
90％。安全面の向上と仕事の効率化に繋がった。
・広報誌を活用し、教職員のメンタルヘルスについて情報提供をし
ている。また、日頃から気軽に相談できる環境づくりに皆で取り組
んだ。

A

・体育館横の倉庫など、使用していない古い
建物が撤去されたことは、景観、児童の安全
確保のためになっている。

校長・教頭

●特別支援教育の充実

○個に応じた支援体制
○研修会開催
○関係機関との連携

○個別の教育支援計画及び指導計画の作成と
前・後期の振り返りと改善等（１００％）
○特別支援教育に関する研修
（校内研修会年4回）

・個別の教育支援計画及び指導計画を作成し、
個に応じたきめ細やかな指導を行う。
・支援が必要な児童については全教職員で共通
理解を図るとともに、支援体制を整えて指導・支
援を行う。計画的に校内研修会を開き、特別支
援教育に関する理解と専門性を高める。

A

・個別の教育支援計画及び指導計画の作成と評価は１００％達成
できた。そのうち、９１％の教職員が、個別の支援計画を有効に活
用し、一人一人の児童のニーズに合った支援を行うことができた。
・全ての教職員が、特別支援教育に関する校内研修や子供支援会
議、ケース会議等を通じて、特別支援教育への理解が深まり指導
力の向上に生かすことができた。

A

・個別の教育支援計画及び指導計画を８０％の教職員が有効活用
でき、研修や支援会議等を通じて、特別支援教育への理解を深め
ることができた。
・年間７回の特別支援教育に関する研修を行い、通常学級の担任
も特別支援学級の担任も、それぞれ、理解や専門性を高めること
ができた。

A

・根気のいる仕事である。
・担任との相性が悪い児童がいた場合の対応
が難しくなってくるだろう。 特別支援担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本
語」の授業公開学級８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係
る情報を年間３回以上公開した学級８
０％以上

・保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業
公開を全学級で年間1回以上行う。
・保護者等に対する教科「日本語」に係る情報
（学年便り、学級通信など）を年間3回以上全学
級が行う。

B

・ほとんどの学級で保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業
公開を実施した。未実施学級は、今後の授業参観で実施予定。他
校からの来校者にも２学級が授業を公開した。
・すでに、多くの学級学年で、教科「日本語」に係る情報をお便り等
で発信した。

A

・全学級で、教科「日本語」の授業を公開することがで
きた。
・教科「日本語」に関わる情報を学年懇談会資料や週
案、学年通信に記載することができた。

A

・良質な日本語に触れるよい機会となってい
る。児童は、本物の落語や山笠の話を聞い
て、よい学びをしたと思う。

教科「日本語」担当

○開かれた学校づくり

○学校運営協議会の取組の推進 ○コミュニティ・スクールのよさを生かし、
学校が地域やPTAと連携し、学習支援・
行事体験・環境整備・地域安全の確保を
行っていると感じた教員・保護者・学校
運営協議会委員の回答率８５％以上

・学校行事等の積極的な協力依頼（生活
科・総合的な学習等の学習支援）
・地域見守り隊による登下校の安全確保
・学習環境整備の支援
・活動についての情報公開（コミュニティ便
り、HP、すぐーる配信等）

B

・コミュニティ・スクールのよさを生かし、学校が地域やPTAと連携
し、学習支援・行事体験・環境整備・地域安全の確保を行えている
と感じたと回答した教員は６４%。多くの協力をいただいているが、
学年ごとの取組もあり情報が伝わっていないことが考えられる。今
後は、連携の情報を細やかに伝えていく。

A

・教員の80％、保護者のはコミュニティースクールのよ
さを生かし、学校が地域との連携を推進していると回答
した。今年度は150周年記念行事等で、特に地域との
つながりを感じる機会が多くあった。このつながりを今
後も大切にしたい。

A

・学校と学校運営協議会やPTAとの連携が図
られていた。地域行事にボランティアスタッフ
として児童が参加していたこともよかった。創
立１５０周年記念行事で得たつながりを大事
にしてもらいたい。

校長・教頭・主幹・主査

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

①学力向上･･･校内研究の中心的な手立てとして、「思考ツール」の活用に取り組み、主体的に学習に取り組む姿が見られた。次年度は、自分の考えを整理したり深めたりすることにつなげたい。
②開かれた学校づくりの推進･･･地域人材を生かした様々な体験活動を行うことができた。今年度得た様々なつながりを次年度も継続する。
③教職員の資質向上の推進･･･年間を通して校内研究と研修の機会を設けた。次年度は、校内研究と共にミニ研修会を行い、教職員の資質向上を目指す。
④業務改善・働き方改革の推進･･･長期休業中の行事や研修会を精選し集中的に行う期間を設ける等、年次休暇を取得しやすい状況を作った。次年度も年次休暇を取得しやすくすると共に、時間外在校等時間の削減を推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

①学力向上･･･校内研究の中心的な手立てとして、「課題提示の工夫」や「問い」を生み出す工夫などの授業改善に取り組んだことで、「つなぐタイム」が更に充実し、児童が主体的に自らの考えを表現し、互いの考えのよさを認め合い、深い学びへとつなぐことができた。今年度も、手立ての更なる充実を目指す。
②開かれた学校づくりの推進･･･地域人材を生かした様々な体験活動を行うことができた。また、地域行事に教師も児童も積極的に参画することができた。昨年度の成果を継続できるよう、また、課題を減らすことができるように活動を計画する
③教職員の資質向上の推進･･･校内研究と研修の機会が増え、内容も充実したことにより、特に経験が少ない若手の教師の指導力向上に成果が見られた。次年度も、校内研究を柱に、研修の機会を適切に設け、教職員の資質向上を目指す。
④業務改善・働き方改革の推進･･･成績2期制、業務のデジタル化の推進により、これまでの通知表作成時期の時間外在校等時間を効果的に削減することができた。次年度に向けて、校時表・授業時数・学校行事等を再検討し、生徒指導や特別支援教育、不登校等の対応に向けた取組の充実を図り、時間外在校等時間の削減を推進していく。

２　学校教育目標

心豊かで、たくましく、自ら学ぶ　”とすっ子”の育成　～合言葉『わ をつくろう』～
◎やさしさいっぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○元気いっぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○やる気いっぱい
　　・相手の気持ちを考えて行動できる子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・仲間と共に健康安全に気をつけ、体を鍛えることができる子　　　　　　　　　・進んで学ぶことができる子
　　・社会や地域に目を向け、多様性を認め、人や自然を大切にできる子　　　　　・よいことを進んで行い、きまりやマナーを守ることができる子　　　　　　　　　・仲間と話し合い、考えを認め合い、根気強く解決できる子

３　本年度の重点目標

①児童が安心して安全に生活でき、学力向上を図る学校づくり（特別支援教育の充実）

②開かれた学校づくりの推進（コミュニティースクール）

③教職員の資質向上の推進（授業力、生徒指導力）

④業務改善・働き方改革の推進

学校名 鳥栖市立鳥栖小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

主な担当者

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価


